
お
よ
そ
こ
の
世
に
お
い
て

　
そ
し
り
を
受
け
な
い
人
は
な
い

竹林の整備（３月 20 日、相木国男氏竹林にて　岡川経康氏撮影）

【1】　　　　2021 年 3月 28 日発行

◆◇ 竹林の整備 ◇◆
このところ、 順慶寺では、 責任役員 ・ 相木国男氏所有の竹林で、 タケノコ掘りをさせて頂

いている。 もともと竹藪だったところを、 相木氏が整備されて、 タケノコ掘りができるように

して下さり、 以降、 タケノコ整備には、 順慶寺から総代OB会他の応援が駆けつけている。

◇ 

そ
し
ら
れ
な
い
人
は
い
な
い 

◇

今
月
の
釈
尊
の
言
葉
は
、『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』（
法
句
経
）

よ
り
、

「
ア
ト
ゥ
ラ
よ
、
こ
れ
は
古
い
に
し
えよ

り
の
真
理
で
あ
り

今
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

『
人
は
黙
っ
て
い
る
人
の
こ
と
を
そ
し
り

多
く
を
語
る
人
を
そ
し
り

節
度
を
も
っ
て
語
る
人
さ
え
も
そ
し
る
。』

お
よ
そ
、
こ
の
世
に
お
い
て
、

そ
し
り
を
受
け
ず
に
生
き
る
人
は

ど
こ
に
も
い
な
い
。」（
第
二
二
七
偈
）

か
ら
引
用
し
ま
し
た
。

ア
ト
ゥ
ラ
は
、
在
家
の
仏
教
信
者
の
一
人
。
在
家
の

身
で
あ
り
な
が
ら
、
熱
心
に
真
理
を
求
め
ま
し
た
。

あ
る
日
ア
ト
ゥ
ラ
が
、
求
め
て
い
た
こ
と
が
な
か
な

か
分
か
ら
ず
、
座
禅
第
一
と
し
て
知
ら
れ
る
①

レ
ー
ヴ
ァ

タ
（
離り

婆は

多だ

）
と
い
う
長
老
に
尋
ね
ま
し
た
。
し
か

し
、
レ
ー
ヴ
ァ
タ
は
瞑め
い

想そ
う

に
励
み
、
何
も
答
え
て
く
れ

ず
、
智
慧
第
一
と
し
て
知
れ
ら
れ
た
②

サ
ー
リ
プ
ッ
タ

（
舎し
ゃ

利り

弗ほ
つ

）
長
老
に
尋
ね
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
の
説

か
れ
た
言
葉
が
難
解
で
分
か
ら
ず
、
困
り
果
て
て
し
ま

い
、
多
聞
第
一
と
し
て
人
気
の
あ
っ
た
、
③

ア
ー
ナ
ン
ダ

（
阿あ

難な
ん
）
の
も
と
を
訪
ね
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
度
は

単
純
す
ぎ
て
物
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

釈
尊
の
高
弟
な
の
に
、
ど
の
方
も
役
に
立
た
ぬ
と

思
い
、
最
後
に
釈
尊
の
も
と
へ
行
き
ま
し
た
。
す
る
と
、

釈
尊
か
ら
は
、
そ
し
り
を
受
け
ず
に
済
む
人
は
い
な
い
。

あ
な
た
も
そ
の
一
人
で
す
と
諫
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
逸
話
で
重
要
な
こ
と
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と

を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
人
に
尋
ね
た
こ
と
。
そ
の
結
果
、

釈
尊
に
叱
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
し
る
我

が
身
を
知
り
、
多
く
の
人
か
ら
多
く
の
ご
縁
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
月
の
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
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《
こ
の
御ご

領
り
ょ
う

解げ

文も
ん
の
通
り
か
え
》

堺
の
妙
好
人
・
吉
兵
衛
。
そ
の
聞
き
の

強
さ
ゆ
え
に
、
多
く
の
同
行
か
ら
も
疎
ま

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
日
、
お
世
話
に
な
っ
た
称
名
寺
の

住
職
か
ら
、「
お
前
に
逢
わ
せ
る
べ
き
人

は
、
大
坂
備
後
町
の
西
方
寺
様
の
他
に
無

い
」
と
、
西
方
寺
を
紹
介
さ
れ
、
吉
兵
衛

は
、
一
目
散
に
向
か
い
ま
し
た
。

西
方
寺
住
職
・
元
明
氏
に
初
め
て
会
っ

て
、
一
間
ほ
ど
手
前
か
ら
挨
拶
申
し
上
げ

る
と
、
元
明
氏
は
、

「
傍
ら
へ
」

と
招
き
入
れ
ま
し
た
。
吉
兵
衛
は
居
て

も
起
っ
て
も
お
ら
れ
ず
、
日
ご
ろ
の
問
題

を
話
し
始
め
ま
し
た
。
元
明
氏
が
静
か
に

聞
き
入
れ
て
下
さ
る
こ
と
を
知
る
と
、
ジ

リ
ジ
リ
膝
で
す
り
寄
っ
て
、
な
お
も
話
し

続
け
、

「
私
は
死
ん
で
行
け
ま
せ
ぬ
」

と
告
白
し
ま
し
た
。す
る
と
、元
明
氏
は
、

「
死
な
れ
た
ら
よ
い
か
な
」

と
返
答
し
、

「
こ
の
御
領
解
文
の
通
り
か
え
」

と
お
聖
教
を
見
せ
ま
し
た
。

吉
兵
衛
は
、
元
明
氏
が
自
分
の
こ
と
を

何
も
言
わ
ず
、
静
か
に
お
聖
教
を
差
し
出

さ
れ
た
瞬
間
、
こ
の
方
こ
そ
私
の
善
知
識

で
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
目

散
に
家
に
帰
り
、
妻
・
の
ぶ
に
、

「
私
に
暫
く
暇
を
く
れ
ぬ
か
」

と
告
げ
、
元
明
氏
の
も
と
に
入
門
し
、

元
明
氏
の
お
供
を
し
た
と
い
い
ま
す
。

2021 年 4 月号　　　　【2】

《味おうてくれ》

物
も の

種
だ ね

 吉
き ち

兵
べ

衛
え

（11）

［第103回］

こ
の
春
、
下
の
娘
が
高
校
を
卒
業

し
、
二
十
年
余
り
の
子
育
て
も
大
き

な
一
区
切
り
と
な
り
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
、
お
寺
に
嫁
い
で
来

た
当
初
、
右
も
左
も
分
か
ら
ず
、
ど

う
し
た
も
の
か
悩
ん
で
い
た
ら
、
住

職
か
ら
、

「
お
寺
に
生
活
す
る
こ
と
が
仕
事
だ

か
ら
ね
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
こ
と

を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
と
き
は
、
そ
ん
な
こ
と
当
た

り
前
だ
し･･･

、
と
ピ
ン
と
こ
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
一
年
二
年

と
年
が
た
つ
た
び
に
、
そ
の
当
た
り

前
の
言
葉
が
頭
の
中
に
よ
み
が
え
り
、

妙
に
納
得
し
て
し
ま
う
の
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
お
寺
を
離
れ
て
い
く
子
供

た
ち
も
、
い
つ
し
か
お
寺
の
当
た
り
前

を
懐
か
し
く
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
か
ら
、
日
々
お
寺
で
暮
ら
し
て

い
く
中
で
、
気
づ
か
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
、
当
た
り
前
の
で
き

ご
と
を
ご
紹
介
で
き
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇ 
ご
縁
を
感
じ
て
生
き
る
こ
と 

◇

現
代
日
本
で
は
、
核
家
族
化
や
世
帯
分

離
が
進
む
中
で
、
孤
独
だ
と
感
じ
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

あ
る
調
査
で
は
、
孤
独
を
感
じ
る
人
は

日
本
全
体
の
約
五
割
、
単
身
者
に
絞
る
と
六

割
以
上
に
達
す
る
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
、
孤
独
を
感
じ
る
中
で
、
孤
独

を
解
消
し
よ
う
と
努
力
す
る
人
は
四
分
の
一

ほ
ど
で
、
残
る
人
は
解
消
で
き
ず
に
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
あ
る
報
道
で
は
、
孤
独
は
自
己

責
任
と
考
え
る
割
合
は
、「
イ
ギ
リ
ス
11
％
、

ア
メ
リ
カ
23
％
、
日
本
44
％
」
と
さ
れ
、
日

本
の
割
合
の
高
さ
を
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い

と
の
思
い
か
ら
、
弱
み
や
苦
し
み
を
相
談
し

な
い
傾
向
が
み
ら
れ
、
孤
独
を
助
長
し
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
記
事
に
、「
困
っ
た
と
き
に
相
談
で

き
る
人
は
何
人
い
ま
す
か
」
と
の
問
い
に
、

幸
せ
の
国
と
言
わ
れ
て
久
し
い
ブ
ー
タ
ン
で

は
、
五
十
人
く
ら
い
と
答
え
る
の
が
当
た
り

前
で
す
が
、
日
本
で
は
、
一
人
か
二
人
、
も

し
く
は
一
人
も
い
な
い
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ

と
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に
、
病
気
の
と
き
に

駆
け
つ
け
て
く
れ
る
人
、
認
知
症
の
と
き
そ

ば
に
い
て
く
れ
る
人
、
経
済
的
に
支
援
し
て

く
れ
る
人
は
、
昔
に
比
べ
て
減
少
し
て
お
り
、

今
後
、
コ
ロ
ナ
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
、
さ

ら
に
孤
独
は
深
ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

実
は
、
そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
つ
な
が

り
を
見
出
す
智
慧
が
大
切
で
す
。
仏
教
に

は
、
い
ま
生
き
ら
れ
る
の
は
、
多
く
の
ご
縁

を
頂
い
て
い
る
か
ら
だ
と
感
謝
し
、
た
と
え

そ
し
り
を
受
け
た
と
し
て
も
、
ご
縁
の
あ
る

こ
と
を
喜
ぶ
べ
き
だ
と
の
教
え
が
あ
り
ま
す
。

先
の
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
に
あ
る
釈
尊
の
諫

め
に
は
、
温
か
さ
と
心
強
さ
を
覚
え
ま
す
。

①【
レ
ー
ヴァ
タ
】

釈
尊
の
弟
子
の
一
人
。
漢
字
で
は
、
離り

婆は

多だ

と
呼
ば
れ
、『
阿
弥
陀
経
』
な
ど
に
も
登
場

す
る
。
カ
デ
ィ
ラ
の
林
に
住
し
、
阿
羅
漢
の

さ
と
り
を
開
い
た
。『
大
経
』
で
は
流る

灌か
ん
の

名
で
出
る
が
、
一
説
で
は
こ
の
流
灌
は
釈
尊

の
異
母
弟
の
難
陀
で
あ
る
と
も
い
う
。

②【
サ
ー
リ
プッ
タ
】

舎し
ゃ

利り

弗ほ
つ
。
釈
尊
の
十
大
弟
子
の
一
人
で
、
智

慧
第
一
と
称
さ
れ
る
。
バ
ラ
モ
ン
の
家
に
生
ま

れ
、
友
人
の
目
も
く

連れ
ん
と
共
に
出
家
し
た
。
釈
尊

と
の
数
多
く
の
問
答
を
通
し
て
、
そ
の
聡
明

さ
か
ら
弟
子
中
の
第
一
人
者
と
さ
れ
、
釈
尊

の
教
え
の
相
続
者
と
賞
賛
さ
れ
た
。

③【
ア
ー
ナ
ン
ダ
】

阿あ

難な
ん

陀だ

、
ま
た
阿
難
と
も
い
う
。
仏
の
十
大

弟
子
の
一
人
。
釈
尊
の
従
弟
と
も
さ
れ
る
。

釈
尊
の
侍
者
と
し
て
長
年
と
も
に
し
、
教
説

を
傍
で
聴
き
伝
え
た
の
で
多
聞
第
一
と
称
さ

れ
る
。
釈
尊
の
養
母
の
出
家
に
際
し
、
彼
の

仲
介
に
よ
っ
て
尼
僧
教
団
が
成
立
し
た
。
ま

た
、
釈
尊
の
滅
後
、
釈
尊
の
教
え
を
誦
し
た
。

《
第
十
二
回
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
の

節
目
、
と
い
う
こ
と
で
特
番
が

放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
特
番
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
を
取

り
上
げ
て
い
た
の
で
す
が
、
ふ

と
こ
の
と
き
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
親
鸞
の
教
え
に
反
す
る
の
か
』

と
い
う
本
を
読
ん
で
い
る
友
人

が
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
力
の
修
行

で
親
鸞
聖
人
の
他
力
の
教
え
に

反
す
る
の
で
は
な
い
の
か
、
と
い

う
疑
問
を
取
り
上
げ
た
本
で
す
。

今
度
一
度
読
ん
で
、
じ
っ
く
り

考
え
て
み
た
い
本
で
す
。

当
た
り
前
の
言
葉



◆
竹
林
整
備
に
十
九
人
―
さ
る
三
月

二
十
日
、
責
役
の
相
木
国
男
氏
竹
林
の
整

備
が
、
順
慶
寺
Ｏ
Ｂ
会
を
中
心
に
実
施
さ

れ
た
。
参
加
者
は
、
十
九
名
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
い
い
汗
を
か
い
た
と
喜
び
の
声
。

◆
庫
裏
外
壁
工
事
を
実
施
ー
三
月
、
庫

裏
の
外
壁
工
事
を
急
遽
実
施
。
平
成
十
六

年
の
蓮
師
御
遠
忌
に
行
っ
た
庫
裏
修
繕

の
際
、
宿
題
と
し
て
残
さ
れ
た
庫
裏
外

壁
の
工
事
を
、
老
坊
守
の
舎
宅
の
リ
ホ
ー

ム
に
合
わ
せ
て
実
行
し
た
。

◆
お
勝
手
係
八
名
決
定
―
護
寺
会
で
は
、

来
年
度
よ
り
大
法
要
の
お
勝
手
を
、
お

勝
手
係
八
名
で
取
り
仕
切
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
三
月
中
に
八
名
が
決
定
し
た
。
お

斎
が
自
粛
さ
れ
る
今
年
度
中
に
、
八
人

で
鋭
意
レ
シ
ピ
の
検
討
を
す
る
予
定
。

三
月
、
ち
ょ
う
ど
一
年
前
、
コ
ロ
ナ
に

よ
る
緊
急
事
態
宣
言
の
中
で
、
老
院
が

要
介
護
五
と
な
っ
て
、
ト
イ
レ
に
も
行

け
ず
地
獄
の
苦
し
み
を
味
わ
っ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。こ
の
ご
ろ
は
、

看
病
の
末
に
家
族
を
お
く
ら
れ
た
葬
儀

で
は
、
人
生
を
全
う
す
る
お
手
伝
い
を

さ
れ
た
家
族
へ
の
賞
賛
の
思
い
で
お
勤

め
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
住
）。

･･･････････････････････････

そ
ろ
そ
ろ
長
い
春
休
み
も
終
わ
り
、

新
学
期
が
始
ま
り
ま
す
。

四
月
か
ら
は
四
年
生
。
最
終
学
年
と

な
り
、
卒
業
論
文
も
そ
ろ
そ
ろ
考
え
出

さ
ね
ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
か
ら
テ
ー
マ

は
何
に
し
よ
う
か
と
悩
む
日
々
が
続
い

て
い
ま
す
（
若
）。
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順
慶
寺
護
寺
会
で
は
、
来
た
る
四
月
の

蓮
師
会
護
寺
会
総
会
に
先
立
っ
て
、
令
和

三
年
度
役
員
を
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
上
記
の
役
員
案
は
、
総
会
の
承
認

を
経
て
正
式
に
決
定
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

総
代
及
び
門
徒
会
役
員
の
任
期
は
三
年
、

年
番
及
び
会
計
監
査
の
任
期
は
一
年
、
墓

地
管
理
委
員
の
任
期
は
四
年
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
氏
名
は
敬
称
略
）

賛
助
会
役
員
も
選
定

令
和
三
年
度
の
順
慶
寺
賛
助
会
役
員
も

左
記
の
よ
う
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
賛
助

会
役
員
は
、
護
寺
会
四
役
と
と
も
に
教
化

委
員
に
も
就
い
て
い
た
だ
き
、
順
慶
寺
の

教
化
に
も
参
画
し
ま
す
。（
氏
名
は
敬
称
略
）

賛
助
会
役
員
及
び
教
化
委
員
一
覧

常
宣
院
釋
称
鍼

3
月
7
日
寂 

池
田
鍼
治（
86
）

高
畑
組 

池
田
利
樹
様
の
父

３
月
度
護
寺
会
物
故
者

さ
る
三
月
十
五
日
、
来
年
度
以
降
の
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
教
化
を
見
据
え
る
た
め
、
正

副
教
化
委
員
長
と
護
寺
会
四
役
の
間
で
会

議
が
も
た
れ
、
教
化
検
討
委
員
会
の
設
置
と

十
五
名
の
検
討
委
員
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
人

選
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
教
化
検
討
委
員
は
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
牧
野
篤
先
生
、

正
副
教
化
委
員
長
、
護
寺
会
四
役
、
女
性
委

員
四
名
、
有
識
者
四
名
。
以
下
の
通
り
。

【
教
化
検
討
委
員
】（
敬
称
略
）

（
任
期
：
令
和
三
年
四
月
か
ら
令
和
四
年
三
月
）

委
員
長 

：	

岡
本
博
和	

副
委
員
長 

：
鬼
頭
武
久

Ｓ　

Ａ	

：	

牧
野
篤
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

委　

員 

：

《
現
量
委
員
》	

教
化
委
員
長
・
岡
本
博
和
、

副
委
員
長
・
鬼
頭
武
久

《
む
つ
み
会
》	
◎
岡
本
知
佐
子
、
加
藤
節
子

《
す
み
れ
会
》		
岡
本
節
子
、
加
藤
房
江
、
岡

本
良
江

《
お
楽
し
み
会
》	

加
藤
キ
ヨ
子
、
加
藤
千
津
江

《
助
音
講
》	

酒
井
陽
次
、
岡
本
邦
彦
、
加

藤
智
加
子

《
総
代
Ｏ
Ｂ
会
》	

◎
加
藤
鈞
、
酒
井
陽
次

《
お
勝
手
》	

鈴
木
秋
江
、
加
藤
カ
ヨ
コ
、

神
谷
好
子
、
岡
本
清
子

《
ク
リ
ン
会
》		

岡
本
清
子

相
木
国
男
、
岡
川
経
康
、
塚
本
忠
、

岡
本
正
博
、
池
田
正
己
、

鈴
木
市
成
、
酒
井
陽
次
、
小
林

正
典
、
加
藤
千
津
江
、
鈴
木
秋
江
、

加
藤
カ
ヨ
コ
、
岡
本
知
佐
子

令
和
三
年
度
順
慶
寺

一
名
の
順
慶
寺
護
寺
会
員
の

方
が
生
前
の
役
割
を
終
え
ら

れ
、
浄
土
に
お
か
え
り
に
な

ら
れ
ま
し
た
。
合
掌

北尾組 相木　国男 ◎岡本　巧 池浦　雅博 小林　正典 高畑組

市場上組 岡本　博和 　田島　明雄 池浦　良淳 横山　政明 今川東組

護寺会長 泉田西組 岡川　経康 　杉浦　新八 岡本知佐子 市場下組

（泉田・今川）　◎は年番長

市場上組 市場下組 高畑組 大久屋前川組 泉田西組 山ノ端組 今川西組 今川東組

幹事 会計 幹事 書記 副会長 幹事

岡本　邦彦 岡本　正博 小林　正典 池田　正己 塚本　忠 横山　政明

◎岡本　邦夫 ◎池田　清忠 ◎岡川　信行 　池田　雅博 　佐野　真澄 横山　義之 ◎塚本　年雄 ◎漆田　亮一

岡本　麟一 　岡本　正和 池田　桂子 池田　重晴 岡川　一夫 鈴木　厚 塚本　司 加藤　宏欣

神谷　昭好 　岡本　英文 酒井　昭夫 塚本　正行

久野　茂 岡本　定之 堀内　文子 岡本　芳金

平松組 来迎寺組 西丘組 一里山組 落合組 北尾組 近崎組 下高根地区 荒井地区

幹事

清水　安文 都築　和人 杉浦　牧子 塚本　鏡次 志水　和則 相木　正和 相木　好永 － －

清水　和平 （総代兼任） 桑鶴　征治 加藤　和子 志水　弘子 相木　義典 （総代兼任） 志水　利雄 相羽　篤

清水　雅哉 倉地ミサエ 相木　進

池田　正男 （執行部ＯＢ） 順慶寺 委員長 副委員長 会計 監事

相木　正和 （護寺会総代） 0566-21-1934 鈴木　市成 岡本　英文 岡川　司 岡川　一夫

令和３年度　順慶寺役員年番・就任予定者名簿（案）

責任役員

泉田地区

会長

今川地区

門徒会役員
男性２名
女性１名

令和３年度（令和３年年４月１日より令和４年３月３１日）

護寺会参与
５名

順慶寺墓地
管理委員会

尾張地区

岡川　経康

総代
執行部

総　代

事務局
（散在統括）

会計
監査役

年　番

年　番

（三河・尾張）
三河地区

編
集
部
短
信

編
集
雑
記

教
化
検
討
委
員
会
発
足

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て

就
任
予
定
役
員
発
表



日 曜 行　事　内　容 掃除当番
1 木 木 -1
2 金
3 土  蓮師会事前連絡会（19：00、順慶寺）
4 日
5 月
6 火
7 水
8 木 木 -2
9 金

10 土
11 日  タケノコ掘り（9：00、順慶寺出発）
12 月
13 火
14 水
15 木  教化検討委員会（10：00、順慶寺） 木 -3
16 金

17 土
18 日
19 月  助音練習（14：00、順慶寺）
20 火  おみがき・大掃除（8：30、順慶寺）

21 水  花立て（8：30、順慶寺）
 助音練習（14：00、順慶寺）

22 木  タケノコ掘り（9：00、順慶寺出発） 木 -4
23 金  蓮師会・護寺会総会（両日10：00～12：15、順慶寺）24 土
25 日  
26 月
27 火
28 水  宗祖聖人御命日（7：00、順慶寺にて内勤め）
29 木 昭和の日　
30 金
31 土
5/1 日

●
蓮
師
会
前
の
助
音
練
習
に
つ
い
て

本
年
、
助
音
講
の
活
動
は
コ
ロ
ナ

の
関
係
で
自
粛
す
る
予
定
で
す

が
、
大
法
要
の
み
特
別
に
本
堂
で

助
音
を
す
る
予
定
で
す
。
蓮
師
会

前
の
助
音
練
習
は
、
四
月
十
九
日
、

二
十
一
日
の
午
後
二
時
か
ら
と
な

り
ま
す
。
換
気
な
ど
の
感
染
対
策

を
と
っ
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

●
蓮
師
会
前
お
み
が
き
に
つ
い
て

蓮
師
会
前
に
お
み
が
き
と
大
掃

除
を
実
施
し
ま
す
。
お
み
が
き
は
、

本
堂
一
杯
に
ひ
ろ
が
り
、
窓
を
開

け
て
換
気
を
し
て
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
同
時
に
大
掃
除
も
実
施
し

ま
す
。
今
回
は
、
む
つ
み
会
の
皆

さ
ん
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
都
合
が
つ
く
方
は

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
護
寺
会
総
会
に
つ
い
て

蓮
師
会
の
当
日
、
護
寺
会
総
会
を

実
施
し
ま
す
。
総
会
は
、
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
前
提
に
し
て

い
ま
す
の
で
、
人
数
制
限
は
し
ま

せ
ん
。
本
堂
、
書
院
、
庫
裏
に
て

映
像
を
同
時
配
信
し
ま
す
。

編
集
・
発
行
人
　
池
浦
裕
哉

印
刷
・
発
行
所
　
順
慶
寺
内

真
宗
大
谷
派
順
慶
寺	

郵
便
番
号
　
四
四
八
ー
〇
〇
〇
四

	

愛
知
県
刈
谷
市
泉
田
町
池
之
浦
三

郵
送	

郵
送
料
毎
月
百
円（
年
間
千
二
百
円
）

	

振
替
〇
〇
八
三
〇
ー
〇
ー
一
六
二
六
九

会
員
　
護
寺
会
員
に
は
五
百
円
に
て

	
一
年
間
郵
送
を
い
た
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　U

RL	:	http://w
w
w
.junkyoji.com

/
	

E-M
AIL	:	support@

junkyoji.com

連
絡
　
電
話	

〇
五
六
六（
二
一
）一
九
三
四

	

Ｆ
Ａ
Ｘ	

〇
五
六
六（
二
六
）五
六
一
三

４月の主な行事予定
2021 年 4 月号　　　　【4】

おしらせ
入
学
式

み
な
さ
ん
、
四
月
は
新
入
学
、
進
級

で
す
ね
。
私
も
今
年
か
ら
大
学
生
に
な
り

ま
す
。
去
年
の
入
学
式
は
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、
今

年
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

去
年
入
学
式
が
で
き
な
か
っ
た
大
学
は
、

年
度
内
の
三
月
に
行
う
と
こ
ろ
と
、
四
月

に
入
っ
て
か
ら
行
う
と
こ
ろ
が
あ
る
そ
う

で
す
。
大
学
に
よ
っ
て
は
、
今
年
の
新
入

生
と
一
緒
に
行
う
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
大
学
で
、
入
学
式
に

参
加
で
き
る
の
は
、
学
生
だ
け
で
、
保
護

者
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
さ
れ
る
映
像
を

見
て
、
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。

４
月
行
事
内
容 

詳
細

昔
は
、
大
学
の
入
学
式
に
親
が
参
加
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
こ

の
ご
ろ
は
、
か
な
り
の
親
が
参
加
す
る
の

で
、
残
念
な
思
い
を
す
る
親
も
多
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

家
の
両
親
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

入
学
の
朝

入
学
の
朝

あ
り
あ
ま
る
時
間
あ
り

あ
り
あ
ま
る
時
間
あ
り

波
多
野
爽
波

波
多
野
爽
波

タ
ケ
ノ
コ
掘
り

4
月
11
日（
日
）・
４
月
22
日（
木
）

	

　

	

午
前
９
時		

順
慶
寺
集
合

	
	

そ
の
後
相
木
氏
竹
林
へ

例
年
４
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
、
責

役
の
相
木
国
男
氏
所
有
の
竹
林
に
お

け
る
、
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
を
本
年
も
実

施
い
た
し
ま
す
。

本
年
上
半
期
は
、
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
、

大
法
要
以
外
の
行
事
を
自
粛
す
る
予
定

で
す
が
、
屋
外
と
な
る
タ
ケ
ノ
コ
掘
り

は
、
実
施
い
た
し
ま
す
。
ご
都
合
の
付

く
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

蓮
師
会
・
護
寺
会
総
会

4
月
23
日（
金
）・
４
月
24
日（
土
）

蓮
師
会
・
護
寺
会
総
会
日
程

4
月
23
日（
金
） 

　
（
ご
案
内
：
今
川
地
区
・
三
河
地
域
他
）

 
10
時
～ 

お
勤
め

 

10
時
45
分
～ 

法
話

 
 

講
師
：
瀧
義
範
氏

 

11
時
30
分
～
正
午 
護
寺
会
総
会

4
月
24
日（
土
） 

 

（
ご
案
内
：
泉
田
地
区
・
尾
張
地
域
他
）

 

10
時
～ 

お
勤
め

 

10
時
45
分
～ 

法
話

 
 

講
師
：
青
木
馨
氏

 

11
時
30
分
～
正
午 

護
寺
会
総
会

※
両
日
と
も
お
斎
は
自
粛
い
た
し
ま
す

今年もテレワークで参加します今年もテレワークで参加します


